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要約：飼育下にて，成獣雌雄 1 頭ずつの下顎に 2 軸加速度計を装着し，イカナゴを 1 匹ずつ水面または水底
へ給餌した。はじめに，水面給餌時における下顎の加速度波形を検出し，水面と水底給餌時の加速度波形の
比較および個体による加速度波形の比較を行った。雌の水面給餌時の加速度波形から，水面では 6 m/s2 以
上で構成される高振幅の波形が 0.5 秒以内に再び出現する波形を採餌と定義した結果，40 回中 32 回（80％）
の検出に成功した。また，水面と水底給餌時の加速度値の平均値および各給餌回の振幅の最大値には有意な
差があった。そのため，雌の水底加速度波形から当てはまりの良い加速度値を再度探索した。水底では，6.5 m/











































アザラシを飼育しており，午前 10 時頃と午後 4 時頃に給
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35加速度計を用いたゴマフアザラシ（Phoca largha）の採餌行動の感知
個体 1 頭ずつ計 2 頭を対象とした。雄のゴマフアザラシは




日本全薬工業株式会社）を 1 kg 当たり 60 ug，塩酸ケタミ
ン（ケタミン注 10％「フジタ」，フジタ製薬株式会社）を














本）を用いた。M190-D2GT は直径 15 mm 全長 53 mm 重























































































　記録時間中には，水面に 40 回の給餌を行った（表 2）。
採餌に関連する値のみを抽出した結果，給餌加速度値の平
均値±SD は 7.87±5.99 m/s2，各給餌回の加速度の最大値




40 回中 32 回（80％）の採餌回数が検出できた。 
3）　水面と水底給餌における加速度波形の比較
　記録時間中には，水面に 17 回，水底に 19 回の給餌を行っ


























　雄を用いた記録時間中には，水面に 18 回，水底に 18 回
の給餌を行った（表 2）。水面の給餌加速度値の平均値±
SD は 8.73±6.11 m/s2，振幅の各給餌回の最大値の平均値












速度値に適用すると，18 回中 15 回（83.3％）の検出であり，
最も一致数が高く，誤検出数が低い条件となった。さらに，
雌個体の水底での条件を雄個体の水底加速度値に適用する



























































（Erignathus barbatus）13） や ゼ ニ ガ タ ア ザ ラ シ（Phoca 
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Summary：Experiments  to detect  feeding behavior  of  spotted  seals were  conducted at Wakkanai 
Noshappu Aquarium. Accelerometers were attached to a male and a female spotted seal on their lower 









feeding activities were  successfully detected. Even  though  the depth was  the  same,  some  feeding 
activities were undetectable when the acceleration threshold was set  to high. This may be due to the 
changes  in  the acceleration value caused by different  feeding methods and the movement of  the seal 
changing the holding position of the fish in its mouth.
Key words：spotted seals, in captivity, accelerometer, amplitude, feeding behavior
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